
令和２年度 教育事業（地域力向上事業、生活・自立支援キャンプ） 

サマーキャンプ in 幡多（３年目） 

 

１ 事業概要 

 

       

 

 １ 事業実施までの経緯 

 

 

 

 

 

 

２ 事業の目的（ねらい） 

愛媛県内の児童養護施設に在籍している子どもたち 

 に対して多様な体験活動の場を提供することで、自己 

 肯定感を高め、「社会を生き抜く力」の育成を目指す。 

 

３ 企画のポイント 

普段なかなか体験できない海辺での体験活動を中心にして企画した。事業前には、みどり寮

を訪問したり、電話連絡を密に行ったりしながら、参加者の実態把握に努めた。また、幡多青

少年の家の下見を行い、活動場所の確認や新型コロナウイルス感染症の対策について共通理解

を図り、事業が安全に実施できるように準備を進めた。 

野外炊飯やシーカヤック、ボディボードなどの体験活動を行うことで、できたときの喜びや

達成感を味わうことができ、自己肯定感をさらに高められるのではないかと考えられる。 

 

４ 主  催  独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立大洲青少年交流の家 

 

５ 期  日  令和２年８年 19 日（水）～21 日（金） 

 

６ 場  所  高知県立幡多青少年の家・浮津海水浴場・上川口漁港 

 

７  対  象     みどり寮　寮生および施設職員 

 

８ 申込人数   寮生 35 名（幼児・児童・生徒・青年）、みどり寮職員21名 

 

９ 講  師   高知県立幡多青少年の家職員・国立大洲青少年交流の家職員 

 

（担当：企画指導専門職 村中 昭広） 

宇和島市の児童養護施設「みどり寮」の寮生を

対象に２泊３日のキャンプを企画した。１日目は

海水浴と野外炊飯、２日目はシーカヤックやシュ

ノーケリングなどの海辺での体験活動、３日目は

貝殻アートを実施する予定だった。 

ただし、８月上旬になっても新型コロナウイル

ス感染症の収束の見通しが立たず、児童・生徒の

安全な活動が保障されないため、みどり寮からキ

ャンセルの申し出があり、事業を中止した。 


